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議
長・副
議
長
就
任
挨
拶

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
市
政
及
び
市

議
会
に
対
し
ま
し
て
、格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
私
た
ち
は
、平
成
23
年
第
２
回
臨
時

会
に
お
い
て
、議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任
致
し

ま
し
た
。身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、そ

の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
い
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
、少
子
高
齢
化
の
進
展
の
中

で
、財
政
の
安
定
化
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、こ
れ
ら
の
課
題
に

鋭
意
取
り
組
み
、議
会
改
革
、活
性
化
に
努
め
、

雲
仙
市
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
邁
進
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、今
後
と
も
市
議
会
の
活
動
に
つ

い
て
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

井上武久議長

森山繁一副議長

第５回雲仙市産業まつり
　（ハマチのつかみどり）
第５回雲仙市産業まつり
　（ハマチのつかみどり）
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○議案第50号　損害賠償の額の決定及び和解について

産業建設常任委員会委員長報告骨子

　平成２３年１１月２５日に臨時会が開催され、平成２３年第３回定例会において継続審査としておりました
議案について、採決が行われました。議決結果は次のとおりです。（議案第６０号は１１月２５日に提案）
議案番号　　　　　　　　　　件　　　　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　議決結果
第 １ 号 平成２２年度雲仙市一般会計歳入歳出決算認定について　　　　　　　　　　 認定

第 ２ 号 平成２２年度雲仙市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について　　　　認定

第 ３ 号 平成２２年度雲仙市老人保険特別会計歳入歳出決算認定について　　　　　　 認定

第 ４ 号 平成２２年度雲仙市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について　　　 認定

第 ５ 号 平成２２年度雲仙市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について　　　　 認定

第 ６ 号 平成２２年度雲仙市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について　　　　　認定

第 ７ 号 平成２２年度雲仙市と畜場特別会計歳入歳出決算認定について　　　　　　　 認定

第 ８ 号 平成２２年度雲仙市国民宿舎事業特別会計歳入歳出決算認定について　　　　認定

第 ９ 号 平成２２年度雲仙市温泉浴場事業特別会計歳入歳出決算認定について　　　　 認定

第 １０ 号 平成２２年度雲仙市水道事業会計決算認定について　　　　　　　　　　　　認定

第 ５０ 号 損害賠償の額の決定及び和解について　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

第 ６０ 号 監査委員の選任について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 原案可決

請願第２号　　請願書（旧吾妻町特定環境保全公共下水道事業における処理場用地受入れ同意に関連する地域振興策について） 採択

　職員の事務処理の瑕疵に起因して発生した事件について、第３者による求償等調査委員会の調査
結果が提出されました。調査結果の概要は次のとおりです。
①市が被った損害額　
　市は申請者に対し、損害賠償することで補助金交付を免れる（損益相殺）と解し、実損害額は本来
国庫より受けることができた補助金相当額と判断。
②関係職員の責任　
・元課長補佐、元課長は重大な過失と認め賠償する義務を負う。
・部長は、過失はあるものの重大な過失と認められないため賠償する義務は負わない。（市の責任とする）
・市長、副市長は、重大な過失は認められない。
③雲仙市の対応　
・市が補助申請者へ支払う損害賠償額　　　　　　　　　９，５４１，０００円
・２名の職員へ求める求償額　　　　　　　　　　　　　３，０８９，６００円
・本部長から申し出の弁済額　　　　　　　　　　　　　　７７２，４００円
・市長、両副市長の退職金で相殺する額　　　　　　　　　６,１１０,６８０円※
　　　　　　　　　　※求償等委員会（弁護士３人による）に要した費用４３１，６８０円を含む
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新しい議会構成がきまりました

委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

【所管事項】

【所管事項】

小　畑　吉　時
大久保　正　美
森　山　繁　一
石　田　德　春
中　村　　　勲
岩　下　　　勝
前　川　　　治
町　田　康　則
坂　本　弘　樹

委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

【所管事項】

町　田　　　誠
深　堀　善　彰
井　上　武　久
岩　永　基　和
松　尾　文　昭
前　田　　　哲
平　野　利　和
酒　井　恭　二
林　田　哲　幸

委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

【所管事項】

・議会の運営に関すること

・議会の会議規則、委員会に関する条例等に
関すること

・議長の諮問に関すること

元　村　康　一
松　尾　文　昭
森　山　繁　一
町　田　　　誠
小　田　孝　明
小　畑　吉　時
前　川　　　治

委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

小　田　孝　明
元　村　康　一
中　村　一　明
福　田　大　東
柴　田　安　宣
上　田　　　篤
大久保　信　一
浦　川　康　二

　市民生活部（市民窓口課（国保年金班及
び長寿医療班に限る。）、税務課（総務国保
税班に限る。）、健康づくり課、環境政策課に
限る。）、市民福祉部、農林水産商工部（農林
水産課（新と畜場対策班に限る。）に限る。）
及び教育委員会　 　 　 　 　 　 　

　政策企画課、総務部（管財課（契約班に
限る。）及び工事検査室を除く。）、市民生活
部（市民窓口課（国保年金班及び長寿医療
班に限る。）、健康づくり課及び環境政策課を
除く。）、各総合支所、会計課、選挙管理委員
会、監査委員及び固定資産評価審査委員
会、その他の委員会に属しない事項　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　総務部（管財課（契約班に限る。）及び工
事検査室に限る。）、観光物産まちづくり推進
本部、農林水産商工部（農林水産課（新と
畜場対策班に限る）を除く。）建設整備部及
び農業委員会　 　 　 　 　 　 　 　 　

産業建設常任委員会 総 務 常 任 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会 文教厚生常任委員会
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27
平
成
24
年
１
月
１
日
発
行
／
第
27
号　
発
行
●
雲
仙
市
議
会

一部事務組合議会議員等の構成
県央地域広域市町村圏組合 井上　武久　　小田　孝明

柴田　安宣　　町田　康則　　上田　　篤

深堀　善彰

森山　繁一

福田　大東

岩永　基和　　岩下　　勝　　大久保信一

井上　武久　　森山　繁一　　石田　德春
前田　　哲　　浦川　康二

井上　武久　　森山　繁一　　中村　　勲
町田　　誠　　元村　康一

井上　武久　　大久保信一　　平野　利和
坂本　弘樹

島原地域広域市町村圏組合

雲 仙・南 島 原 保 健 組 合

南 高 北 部 環 境 衛 生 組 合

県 央 県 南 広 域 環 境 組 合

長崎県後期高齢者医療広域連合

長　崎　県　病　院　企　業　団

雲 仙 市 農 業 委 員 会 委 員

雲　仙　市　監　査　委　員

委
員
長　
　

上　

田　
　
　

篤

副
委
員
長　

浦　

川　

康　

二

委
員　
　
　

中　

村　

一　

 

明

　
　
　
　
　

岩　

下　
　
　

勝

　
　
　
　
　

町　

田　

康　

則

　
　
　
　
　

平　

野　

利　

和

　
　
　
　
　

酒　

井　

恭　

二

　
　
　
　
　

坂　

本　

弘　

樹

　
　
　
　
　

林　

田　

哲　

幸

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

　

議
会
広
報
委
員
会
が
２
年
の
任
期
を
終
え
、新
体
制
に
な
り
ま
し

た
。と
は
言
っ
て
も
、９
人
中
７
人
が
再
任
で
、新
し
く
替
わ
っ
た
の
は
２

人
で
す
。な
か
な
か
た
い
へ
ん
な
仕
事
を
、あ
え
て
再
び
引
き
受
け
た
委

員
に
敬
意
の
拍
手
と
、新
メ
ン
バ
ー
に
は
歓
迎
の
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
自
身
も
再
任
で
す
が
、前
期
に
貴
重
な
予
算
を
つ
か
って
の
研
修
も

受
け
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
の
で
、そ
れ
を
活
か
し
て一歩
い
や
半
歩
で
も

進
ん
だ「
議
会
だ
よ
り
」が
つ
く
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。「
議
会
だ
よ

り
」の
い
ち
ば
ん
の
基
本
は
、市
民
と
議
会
と
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
と
し
て
の

役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。自
分
が
か
か
わ
っ
た
こ
れ
ま
で
を
振
り
返

れ
ば
、議
会
か
ら
の一方
通
行
に
な
って
い
た
面
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

反
省
し
て
い
ま
す
。新
体
制
に
な
っ
た
こ
と
を
機
に
、ぜ
ひ
と
も
市
民
の
率

直
な
声
、思
い
が
く
み
取
れ
る
よ
う
な
誌
面
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

田　
　
　

篤
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